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要旨

Imipenem/cilastatinsodium（IPM/CS）を基礎疾患を持つ呼吸器感染症に投与し，その臨床

効果；細菌学的効果，副作用等を検討した。

ｌ）対象患者は，１９歳から76歳（平均54.7歳)，男１２例，女８例の計20例に投与した。

２）感染症の内訳は，肺炎８例，気管支肺炎８例，膿胸ｌ例，急性気管支炎２例，敗血症（疑）

ｌ例で，有効率は78.9％であった。

３）基礎疾患の内訳は，気管支拡張症４例，陳旧性肺結核３例，肺線維症２例，び漫性汎細気

管支炎２例，肺気腫１例，気管支瑞息ｌ例，肺癌３例，その他４例であった。

４）細菌学的効果は，８．αz"･ｅｕｓｌ株，８．ｕ航ｄａ７ｚｓ６株,８.肌eumo血ｅ２株,８t叩tococcus

sp．’株，Mcrococcussp、４株，Ｈ､j71:/血e"ｚａｅ２株，Ｅ,ＣＯ〃ｌ株，Ｐ.αｅｍｇｍｏｓａｌ株，

XmaZtOp〃ｊａｌ株，計１９株が検出され，消失率86.7％であった。

５）安全性は，２０例中発疹がｌ例に，また，臨床検査値異常も５例にみられたが，いずれも軽

度で，投薬終了後あるいは中止後に回復した。

以上の結果により，ＩＰＭ/ＣＳは呼吸器系の基礎疾‘患に続発した呼吸器感染症に有用な薬剤と考

えられる。

はじめに

呼吸器感染症の起炎菌は，８.p7zez"7z叩αe，Ｈ、

j可Zﾘe7zzae,Ｓ､α…us，Ｂ、ｃα〃油α"s，Ｐ．αeru‐

gmosaが主なものとしてあげられる')。これらの

菌のうち８.卯eumo"Ｚａｅを除く他の菌種はβ-ラ

クタマーゼを産生する頻度が高いとされている。

したがって，呼吸器感染症の治療にあたり，上記
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